
・平成２９年５月に施行された『自転車活用推進法』で「自転車活用による国民の健康増進」が基本理念に謳われている。
・第２次ちがさき自転車プランにおいても「自転車利用による健康づくり」を新たに位置づけたが、未だ具体的な取り組みに至っておらず、プランの中間年を迎え
るにあたり、健康増進にフォーカスした今後の施策展開を進める必要がある。

■自転車利用による健康づくりキャンペーン概要（案） 平成３０年度第１回ちがさき自転車プラン推進委員会
平成３０年５月２８日 資料５

・平成３０年６月２日（土）１０：００～１６：００（雨天延期）予備日６月３日（日）、６月２４日（日）
・イオン茅ヶ崎中央店１階正面出入り口フロア

・自転車で来店し、お買い物して頂いた方には、粗品をプレゼント
→自転車で来店された方へのインセンティブを用意することで自転車を優先したまちづくりを推進

・古倉委員による「自転車と健康」をテーマにした講演
→自転車に乗ることが「健康の増進」、「生活習慣病予防」につながっていることを市民の方々に理解
していただき、さらなる自転車の利用促進及び健康増進を図る。

・アンケートにご協力頂いた方へ素敵なプレゼントご用意（アンケート内容は資料６を参照）
→「来店手段」、「購入金額」、「来店回数」等をアンケート調査で把握し、今後の取り組みの道筋を見
定める。

・自転車保有率の高い本市の特性を活かし、茅ヶ崎市民にとって身近な自転車を活用することが、市民の健康増進に繋がっていることを市民の皆様に正しく理
解していただき、自転車の利用促進につなげる。

・市民の自転車の利用目的として最も多い買物利用に着目し、商業施設において先ずは展開する。プラン中間年（H30）を迎えるにあたり、今後５年間の健康増
進に関する取り組みの道筋を見定めるためのデータを収集する。

・自転車のメリット（健康増進や生活習慣病予防、環境にやさしい、家計にやさしいなど）を多くの方に周知することでさらなる自転車利用促進を図り、「人・自転
車を優先するまちづくり」を目指す。

背景

目的

日時、場所

内容

留意事項

買い物時の自転車利用による多方面へのメリット
・市民 ＝健康増進、生活習慣病予防、家計にもやさしい
・商業者＝商業の活性化、駐車場の入庫待ち渋滞緩和
・行政 ＝医療費削減、環境負荷低減、まちの活性化


